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デジタルヒューマンモデルによる装具改良開発
（製品信頼性研究部　生活科学・輸送包装研究室）

脊柱側弯変形における装具療法では、より良い装具着用効果を得るための設計方法が求められ
ており、脊柱における力学的な解析と定量的な評価指標が必要です。
当研究所では、医療用 X線 CT から、剛
体リンクモデルとして２種類のデジタル
ヒューマン（DH）モデル（側弯変形モデル
と基本モデル）を作成しました。これらに荷
重値を入力し、評価指標として姿勢維持に要
する関節トルクを算出しました。側弯変形モ
デルでは、腰椎における関節トルクが基本モ
デルよりも大きいことが分かりました。腰椎
を適切に支える装具を設計することで、側弯
の変形による身体的負荷を低減できる可能性
があります。
※本研究成果は、社会福祉法人、国立研究開
発法人と共同研究。特許出願。

人間の皮膚には、物に触れた時の肌触りや、強く接触した時の皮膚の変形具合による力の大き
さや硬さなどを検出する感覚受容器と呼ばれる細胞が数種類あり、特に指先にたくさん分布して
います。これらの受容器は、それぞれが触覚や力覚などを分担して検出していると考えられてい
るとともに、特定の振動周期の刺激に対して敏感に反応するという特性を持っています。
当研究所では、これら皮膚感覚の検出をする受容器を、それぞれの特性にあわせた振動によっ
て選択的に刺激することで、触覚や力覚
を提示する装置の開発をしています。単
調な振動を発生するデバイスを複数個
組み合わせることで、さまざまな触覚を
作ったり一方向に押されているような力
覚を感じさせたりすることができます。
※本研究成果は、日本バーチャルリアリ
ティ学会で講演発表。

振動刺激を利用して触覚や力覚を人に伝える技術を開発
（物質・材料研究部　先進構造材料研究室）
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図 側弯変形モデルと基本モデル
の関節トルク計算結果の例

触覚を提示する装置 力覚を提示する装置

17mm 36mm
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見えない情報を明らかにする回折イメージングの低損傷化
（環境技術研究部　システム制御研究室）

回折イメージングとは、光の性質の一つである回折を利用して観察対象の微小構造情報を観測
するイメージング法で、生きたままの細胞観察や材料解析において重要な技術になっています。
この手法では、位相情報の復元（位相回復）に反復演算が必要ですが、近年では機械学習を融合
した非反復型の位相回復法により高速化が図られています。
当研究所では、速度、精度、ノイズ耐性について様々な条件で比較解析を行い、非反復型位相
回復法を用いることで演算を約30倍高速化し、約1.7倍高精度化できることを明らかにしました。
さらに、学習用画像に意図的にノイズを与えておくことで低強度なレーザ光によるノイズの多い
撮影画像でも情報復元できることを見出しました。これにより、観察光によるダメージを軽減で
きるため、損傷を受けやすい細胞の観察などへの応用が期待できます。
※本研究成果は、ODF’20で講演発表、Opt. Rev. に論文発表。

公益財団法人 JKA「2021 年度公設工業試験研究所等における機械設備拡充
補助事業」により、当研究所和泉センターに導入しました。
本装置は、元素分析用と結晶方位解析用の 2種類の検出器を備えた走査電子
顕微鏡（SEM）です。材料の組織観察、高速な材料評価および高度な材料組
織解析を行うことができ
ます。また、リモート機
能を有しており、イン
ターネット回線を通じ遠
隔地から容易に操作する
ことが可能です。そのた
め、来所いただくことな
く、装置を利用すること
ができます。
【利用対象】
金属、プラスチック、セラミックスなど固体材料全般

材料組織評価機能付きリモート対応型ショットキー走査電子顕微鏡
金属材料研究部　微細構造評価研究室

応用分野
・損傷を与えない材料解析
・細胞ライブイメージング
など

？

？

取得されたノイズの
多い強度画像

位相情報が復元された
物体面の再構成画像

機械学習

イメージセンサ

低強度レーザー光

非破壊構造解析
したい測定対象

露光時間やゲイン
を増やして撮影

高強度レーザー光

？
ダメージ! ×

回折光は弱い
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誘導結合プラズマ質量分析装置（ICP-MS）
金属表面処理研究部　金属分析・表面改質研究室

本装置は、試料溶液をプラズマ内に噴霧し、プラズマ内でイオン化した分析元素を質量分析計
を用いて分離し、検出器で計測することで、ppmから ppt オーダーまでの低濃度領域の定量分
析が可能な装置です。プラズマ内では、多くの元素がイオン化するため、希ガス、ハロゲン、酸
素、窒素などを除いたほとんどの元素が測定対象となります。また、多元素同時分析が可能です
ので、多数の試料を迅速に測定することができます。
【利用対象】
金属中の微量添加元素、環境試料中の微量有害金属元素、化成品中の微量無機元素など

本装置は、電磁ノイズから機器や素子を守るために今後ますます重要になる電磁シールド効果（電
磁遮蔽効果）を手軽に調べることができます。アンテナを備えたジグの間にシート状またはフィル
ム状試料を挟んだ状態で測定します。100 kHz～１ GHzではKEC法†に基づいて電界と磁界を別々
に近傍界測定し、１ GHz～６ GHzではASTM規格‡に基づいて遠方界測定を行います。

【利用対象】
シート状またはフィルム状の導電性材料、樹脂材料など

シールド効果測定装置
製品信頼性研究部　電子応用工学研究室

†KEC法…KEC（関西電子工業振興センター）で開発された電磁シールド効果の測定手法。
‡ASTM規格…ASTM International（米国試験材料協会）が策定・発行する規格。



23大阪技術研テクノレポート

研
究
部
紹
介

研
究
部
紹
介

加

工

技

術

加

工

技

術

新

規

導

入

新

規

導

入

機

器

紹

介

機

器

紹

介

お
お
さ
か
グ
リ
ー
ン

お
お
さ
か
グ
リ
ー
ン

ナ
ノ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

ナ
ノ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

新
材
料
・
素
材

新
材
料
・
素
材

電

子

・

電

子

・

デ
バ
イ
ス
材
料

デ
バ
イ
ス
材
料

ラ

イ

フ

ラ

イ

フ

サ
イ
エ
ン
ス

サ
イ
エ
ン
ス

解
析
・
制
御
技
術

解
析
・
制
御
技
術

新

規

導

入

新

規

導

入

機

器

紹

介

機

器

紹

介

本装置は、ガスクロマトグラフ質量分析計に、加熱脱着導入式オートサンプラーおよび分取機
能付におい嗅ぎ検出器を組み込み、各種試料の「におい」に関する定性・定量分析など、「におい」
に係る総合的評価を実現します。異臭分析では、ライブラリ検索によるにおい物質名の推定と主
成分分析を組み合わせることにより、正常品および異臭品のにおいの違いを明らかにします。ま
た、足蒸れ臭、加齢臭、およびカビ臭などの悪臭物質に対する消臭性能評価も可能です。
【利用対象】
食品、日用品、水、プラスチック、消臭剤、芳香剤など

本装置は、試料にX線を照射して発生する蛍光X線から、試料を構成する元素を調べる装置
です。試料室をヘリウムガスで置換することで、真空にすることが難しい試料に含まれる軽元素
の高感度分析が可能です。また、X線の照射径を 0.3 mmまで絞ることで、微小異物の分析にも
対応できます。さらに有害元素の定量分析のための検量線を内蔵しているため、試料中に含まれ
る有害元素量を簡便に推定することもできます。
【利用対象】
生活資材、産業資材、環境試料など

エネルギー分散型蛍光X線分析装置
高分子機能材料研究部　生活環境材料研究室

ガスクロマトグラフ四重極飛行時間型質量分析計
高分子機能材料研究部　生活環境材料研究室
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ダイナミック光散乱光度計
生物・生活材料研究部　界面活性剤研究室

本装置では、動的光散乱（DLS）法および静的光散乱（SLS）法による測定が可能です。DLS
法では、液中の粒子に光を照射したときの散乱光の揺らぎが粒子径に依存することを利用し、粒
子径や粒度分布を見積もります。SLS 法では、液中の分子に光を照射したときの散乱光の絶対値
から分子量を求めます。慣性半径・第二ビリアル係数も評価できます。
【利用対象】
セラミックス、顔料、コロイド粒子、
高分子、ラテックス、エマルション、
リポソームなど

本システムは、ミリ波、準ミリ波およびマイクロ波に相当する高周波数帯域（１～ 110 GHz）
での材料の誘電特性を測定するもので、当研究所森之宮センターの先進電子材料評価センターに
導入しました。ベクトルネットワークアナライザに共振器を繋ぐと高精度で低誘電材料の比誘電
率・誘電正接の測定ができ、フリースペース法測定治具や導波管サンプルホルダーを繋ぐと電磁
波の吸収・反射・透過特性を評価することができます。
【利用対象】 
低誘電損失材料、電磁波吸収材料、電磁波
シールド材料

誘電特性評価システム
電子材料研究部　ハイブリッド材料研究室
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仕事関数測定システム
電子材料研究部　ハイブリッド材料研究室

本装置は、電子デバイス用の各種電極材料や半導体材料の重要な性質である仕事関数を測定す
るもので、当研究所森之宮センターの先進電子材料評価センターに導入しました。
ケルビンプローブ法（KP法）と光電子収量分光法（PYS法）の二つの方法で測定することが
でき、KP法ではマッピングにより膜の均一性評価にも使用可能です。
【利用対象】
金属材料、無機および有機半導体材料

本装置は、薄膜材料の膜厚（段差）や、平板試料の表面粗さを高い精度で測定するもので、当
研究所森之宮センターの先進電子材料評価センターに導入しました。触針と呼ばれるプローブで
試料表面を直接なぞり、高さ方向の形状（凹凸）を測定します。CCDカメラと自動X-Y ステー
ジを搭載し、測定箇所の位置決めが容易です。
【利用対象】
各種コーティング基板、各種平板材料

触針式微細表面形状測定装置
電子材料研究部　表面工学研究室
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超微小押し込み硬さ試験機
電子材料研究部　表面工学研究室

本装置は、試料表面の微小領域における硬さ・弾性率などの機械的特性を評価するナノインデ
ンテーション試験装置です。試料の最表面層、表面改質層、あるいはコーティング層に対して、
圧子を押し込むことで、それらの特性評価を行います。観察倍率 2,000 倍で任意の場所の測定を
行うこともできます。
【利用対象】
金属、樹脂（高分子材料）、ガラス・セラミックス

本装置は、回転ツールを金属材料の接合部に圧入して摩擦熱により材料を軟化させながら流動
させることで接合を行う装置です。固相接合法の一つでアルミニウム合金同士の接合法として実
用化されています。金属材料を溶融させない低温で接合できるため、アルミニウムと銅、あるい
は金属材料と炭素繊維強化プラスチック（CFRP）といった異種材料も接合することができます。
【利用対象】
金属材料、プラスチック

摩擦撹拌接合装置
物質・材料研究部　先進構造材料研究室
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